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このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（左から）

　こ が わ　た っ とくん（６さい）
　お　　の　さ や かさん（６さい）
　まつさわ　ゆ う りくん（６さい）
　やまざき　ひ ま りさん（５さい）
　く ど う　せ ん かさん（３さい）

めぐみ子ども園のなかよしたち

「ツリー作ったよ」

読者投稿
掲載ページ

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します

熊谷　颯恭くん
（黒崎）Ｒ５／12／27生
「これからも沢山笑顔を

見せてね☆」

斉藤　宇汰くん
（追良瀬）Ｒ２／12／11生
「ゆっくりでいいよ。パパと
ママがいつもそばにいるよ♡」

庭野　月葵ちゃん
（大間越）Ｒ６／12／20生

「たくさん食べて
大きくなってね♡」

松沢　惺大くん
（広戸）Ｒ４／12／４生
「我が家のおしゃべりさん！

これからもたくさんお話しようね！」

そうすけ う た つ き せい た
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深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日に合併20周年を迎えました。

留意事項
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。

・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

わぁんどのひろばとは…
　皆さんが撮影した写真や制作した作品など
を広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真
やくすっと笑える写真、渾身の力作、昔懐し
い昭和・平成の写真、日常の風景や一コマな
ど、思い思いの写真を投稿してください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんから
のご応募をお待ちしております。

○メールの場合；件名「わぁんどのひろば」
と入力し、本文にコメントとペンネームを
入力したうえで、掲載してほしい写真を添
付して次のメールアドレスへ送信してくだ
さい。
　メールアドレス：
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリントした写真
とコメント、ペンネームを記入したものを
添えてください。

コ
メ
ン
ト
　
２
回
目
の
大
イ
チ
ョ
ウ
　
　

投
稿
者
　
匿
名
　
　

北金ヶ沢
留意事項

・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。

・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

ひかりの杜、みつけた！
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ビッグイエローを見上げる親子 点灯式後に行われた記念撮影

カボチャの特製「幸せの黄色いスープ」を楽しむ子どもたち

水面に映るビッグイエロー黄色いじゅうたんと「垂乳根」の由来となった気根

夜空に輝く大イチョウ

　
11
月
12
日
か
ら
11
月
30
日
に
か

け
て
、
北
金
ヶ
沢
に
あ
る
日
本
一

の
大
イ
チ
ョ
ウ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

が
行
わ
れ
、
今
年
も
神
秘
的
な
美

し
さ
と
圧
倒
的
な
大
き
さ
で
来
場

者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
北
金
ヶ
沢
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は
、

幹
回
り
約
22
ｍ
、
樹
高
約
31
ｍ
、

樹
齢
１
，
０
０
０
年
を
超
え
て
お

り
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
垂
乳
根
の
公
孫
樹

と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
乳
房
の
よ

う
に
垂
れ
下
が
る
気
根
に
触
れ
る

と
母
乳
の
出
が
良
く
な
る
と
言
い

伝
え
ら
れ
、
地
域
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
初
日
の
12
日
は

点
灯
式
が
行
わ
れ
、
修
道
小
学
校

の
児
童
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
全
員
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
行

い
、
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
ビ
ッ
グ
イ
エ
ロ
ー

が
出
現
し
ま
し
た
。
点
灯
式
に
参

加
し
た
山
﨑
龍
晴
く
ん
（
２
年
生
）

は
「
ビ
ッ
グ
イ
エ
ロ
ー
が
輝
い
て

い
て
き
れ
い
だ
っ
た
」
と
ビ
ッ
グ

イ
エ
ロ
ー
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

点
灯
式
が
行
わ
れ
た
12
日
時
点
で

は
、
１
〜
２
割
程
度
の
色
づ
き
で

し
た
が
、
パ
ッ
と
ラ
イ
ト
に
灯
さ

れ
た
大
イ
チ
ョ
ウ
は
幻
想
的
で
雄

大
な
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
11
月
22
日
か
ら
24
日
の
３
連
休

に
は
、
全
体
が
黄
色
く
色
づ
き
見

ご
ろ
を
迎
え
ま
し
た
。「
ビ
ッ
グ

イ
エ
ロ
ー
」
は
、
今
年
も
大
手
旅

行
会
社
の
紅
葉
ラ
ン
キ
ン
グ
で
１

位
に
選
ば
れ
て
お
り
、
期
間
中
多

く
の
方
々
が
訪
れ
、
日
本
一
の
大

イ
チ
ョ
ウ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

晩
秋
の
暗
闇
に
黄
金
の
輝
き

 
　日
本一の
大
イ
チ
ョ
ウ
が
夜
を
染
め
る

晩
秋
の
暗
闇
に
黄
金
の
輝
き

 
　日
本一の
大
イ
チ
ョ
ウ
が
夜
を
染
め
る

た
ら
ち
ね

い
ち
ょ
う

り
ゅ
う
せ
い
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開幕を飾ったねぶた踊りとネブタ囃子

初参加の大戸瀬支部婦人会

踊りやカラオケなどを披露する出演者たち

第
20
回
　ふか
う
ら
芸
能
祭

　
11
月
８
日
、
深
浦
町
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
深
浦
町
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
プ
ラ
ザ
「
ゆ
と
り
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
北
金
ヶ
沢
地
区
出
身
の
父
を
持
つ
、
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
奏
者
の
岩
谷
明
石
さ
ん
と
チ
ェ
ロ
奏

者
の
詩
織
さ
ん
の
姉
妹
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
に
よ
る
二
重
奏
を
披

露
。
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
90
人
の
聴
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
１
部

で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
名
曲
、
２
部
で
は
ジ

ブ
リ
ア
ニ
メ
の
テ
ー
マ
曲
な
ど
を
演
奏
し
ま
し

た
。
演
奏
し
た
曲
に
関
す
る
背
景
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
岩
谷
姉
妹
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
な
が

ら
、
演
奏
と
あ
わ
せ
て
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　
休
憩
時
間
に
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ

の
演
奏
体
験
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
楽
器
に
触

れ
て
音
を
出
し
て
み
る
こ
と
で
、
よ
り
音
楽
を

身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

演
奏
を
体
験
し
た
葛
西
芽
杏
ち
ゃ
ん
（
み
よ
し

保
育
園
）
は
「
カ
エ
ル
の
歌
を
弾
く
の
が
面
白

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間

も
設
け
ら
れ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
魅

力
や
曲
の
ア
レ
ン
ジ
の
仕
方
な
ど
、
来
場
者
か

ら
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
て
、
姉
の
明
石
さ
ん
は
、

「
今
回
の
公
演
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
舞
台
に
な

っ
た
こ
と
に
驚
い
た
が
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

温
か
い
気
持
ち
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
述
べ
、
妹
の
詩

織
さ
ん
は
「
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
き
っ
か
け

に
、
久
し
ぶ
り
に
い
と
こ
や
親
戚
と
も
再
会
で

き
、
客
席
の
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
演
奏
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ

て
い
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
調
べ
〜
音
楽
に
触
れ
る
日
〜

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
調
べ
〜
音
楽
に
触
れ
る
日
〜

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
調
べ
〜
音
楽
に
触
れ
る
日
〜

深
浦
町
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
11
月
15
日
、
深
浦
町
文
化
協
会

主
催
の
ふ
か
う
ら
芸
能
祭
が
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
プ
ラ
ザ
「
ゆ
と
り
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
約

２
３
０
人
の
観
客
が
集
ま
り
、
出

演
者
へ
拍
手
や
声
援
を
送
り
ま
し

た
。

　
今
年
の
ふ
か
う
ら
芸
能
祭
は
、

深
浦
ね
ぶ
た
踊
り
普
及
会
と
深
浦

ネ
ブ
タ
囃
子
保
存
会
に
よ
る
演
奏

ヴァイオリンを体験する葛西芽杏ちゃん（右）
左は岩谷明石さん

第
20
回
　ふか
う
ら
芸
能
祭

と
踊
り
で
幕
を
開
け
、
初
参
加
と

な
る
大
戸
瀬
支
部
婦
人
会
に
よ
る

踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
深
浦
町
文

化
協
会
の
会
員
や
町
民
の
方
々
に

よ
る
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
、
大
正
琴
、

オ
カ
リ
ナ
な
ど
、
24
演
目
が
披
露

さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

あ
か
し

め
い
な

息の合った演奏を披露した姉の岩谷明石さん（左）と妹の詩織さん（右）
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町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
90
人
の
聴
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
２
部
構
成
で
行
わ
れ
、
１
部

で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
名
曲
、
２
部
で
は
ジ

ブ
リ
ア
ニ
メ
の
テ
ー
マ
曲
な
ど
を
演
奏
し
ま
し

た
。
演
奏
し
た
曲
に
関
す
る
背
景
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
岩
谷
姉
妹
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
な
が

ら
、
演
奏
と
あ
わ
せ
て
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　
休
憩
時
間
に
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ

の
演
奏
体
験
も
行
わ
れ
、
来
場
者
は
楽
器
に
触

れ
て
音
を
出
し
て
み
る
こ
と
で
、
よ
り
音
楽
を

身
近
に
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

演
奏
を
体
験
し
た
葛
西
芽
杏
ち
ゃ
ん
（
み
よ
し

保
育
園
）
は
「
カ
エ
ル
の
歌
を
弾
く
の
が
面
白

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
は
質
疑
応
答
の
時
間

も
設
け
ら
れ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
魅

力
や
曲
の
ア
レ
ン
ジ
の
仕
方
な
ど
、
来
場
者
か

ら
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
て
、
姉
の
明
石
さ
ん
は
、

「
今
回
の
公
演
が
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
舞
台
に
な

っ
た
こ
と
に
驚
い
た
が
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
。

温
か
い
気
持
ち
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
述
べ
、
妹
の
詩

織
さ
ん
は
「
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
き
っ
か
け

に
、
久
し
ぶ
り
に
い
と
こ
や
親
戚
と
も
再
会
で

き
、
客
席
の
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
演
奏
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
感
じ

て
い
ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
調
べ
〜
音
楽
に
触
れ
る
日
〜

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
調
べ
〜
音
楽
に
触
れ
る
日
〜

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
調
べ
〜
音
楽
に
触
れ
る
日
〜

深
浦
町
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
11
月
15
日
、
深
浦
町
文
化
協
会

主
催
の
ふ
か
う
ら
芸
能
祭
が
フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
プ
ラ
ザ
「
ゆ
と
り
」
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
約

２
３
０
人
の
観
客
が
集
ま
り
、
出

演
者
へ
拍
手
や
声
援
を
送
り
ま
し

た
。

　
今
年
の
ふ
か
う
ら
芸
能
祭
は
、

深
浦
ね
ぶ
た
踊
り
普
及
会
と
深
浦

ネ
ブ
タ
囃
子
保
存
会
に
よ
る
演
奏

ヴァイオリンを体験する葛西芽杏ちゃん（右）
左は岩谷明石さん

第
20
回
　ふか
う
ら
芸
能
祭

と
踊
り
で
幕
を
開
け
、
初
参
加
と

な
る
大
戸
瀬
支
部
婦
人
会
に
よ
る

踊
り
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、
深
浦
町
文

化
協
会
の
会
員
や
町
民
の
方
々
に

よ
る
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
、
大
正
琴
、

オ
カ
リ
ナ
な
ど
、
24
演
目
が
披
露

さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

あ
か
し

め
い
な

息の合った演奏を披露した姉の岩谷明石さん（左）と妹の詩織さん（右）
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

まちか
ど

 北金ヶ沢総合防災センターでみんなで遊ぼうDAYふかうら
が開催され、町内外から親子約80人が集まり、会場に用意
された段ボールや紙コップ、深浦町の海岸に流れ着いた流
木を使い自由に遊びました。
　子どもたちは「ダンボールでいろいろなものを作るのが楽しかった」
と笑顔を見せていました。
　主催した遊ぼう企画の阿部さんは「既製品ではないもので遊ぶ楽しさ
を知ってほしい。流木など自然の中で遊べるものもあるので、深浦の自
然で遊ぶきっかけになれば」と語っていました。

　ふかうらスポーツ教室が深浦町町民体育館で開催されま
した。バドミントン・バスケットボール・テニスの３種目
が行われ、参加した小・中学生が「楽しむ」ことを目標に、
弘前大学教育学部の学生が各種目のポイントを指導しました。
　子どもたちからは「周りから見たフォームに気づけて楽しかった」
「バスケに興味を持ったので、高校で挑戦してみたい」といった感想が
聞かれました。
　弘前大学２年の伊藤愛菜さんは「部活として取り組める環境がない種
目を体験する機会を作ることができてよかった」と充実した表情で語っ
ていました。

　公益財団法人日本公衆電話会青森支部から地域社会
の安全・安心の向上と地域社会生活の充実に寄与する
活動の一環として「災害時連絡方法のてびき」300部
「171ポケットティッシュ」200個が、町へ寄贈されました。
　この手引きは、大規模災害時の安否確認などに役立つ「災害用伝
言ダイヤル171」や「Web171」、「災害用伝言版」などの使い方
が記載されている冊子です。
　今回、寄贈された「災害時連絡方法のてびき」等は、町が実施す
る防災訓練や防災セミナーで活用します。

　青森創価学会から深浦小学校に文学や図鑑などの
優良図書300冊が寄贈されました。
　創価学会では、50年以上にわたり教育支援として、
小・中学校などに図書を寄贈しており、全国で1,337校、56万冊
を超えています。県内でも25校、7814冊の図書を寄贈しています。
　来年度から５年間、毎年20冊ずつ追加される予定で、合計400
冊が贈られることになっています。
　児童を代表して平沢幸歩さん（６年生）が「本から大切なこと
を学んでいきたい」と感謝の言葉を述べました。

　深浦小学校の５年生14人が今春に苗を植えたバケ
ツ稲が収穫の時期を迎えました。苗の生育観察や夏
の水やりと児童たちが心を込めて育てた稲は、10月
には稲穂が垂れるほど成長しました。
　児童たちはたわわに実った稲穂を鎌で丁寧に刈り取り、麻ひも
で束ねて柵にかけ、天日干しで数日乾燥させた後、米をザルとソ
フトボールを使って脱穀しました。
　児童たちは「鳥に食べられないように工夫するのが大変だっ
た」「自分で育てたお米を食べるのが楽しみだ」と笑顔で話して
くれました。

　深浦町文化祭岩崎分館（ふれあいと創造の館）展示コーナ
ーで、青森県立郷土館主催による「特別移動博物館」が開催
されました。
　“ダイカイギュウ上陸！”と題し、岩崎地区で出土したアンチポフブナ化石
（ブナの先祖）の化石や関地区で出土したダイカイギュウの化石などの展
示、アンモナイトや三葉虫の「化石レプリカ作り」体験が行われました。
　会場には２日間で約60人の親子が訪れ、来場した子どもたちは、普段見
ることや触ることのできない貴重な化石を前に興味津々でした。

　役場町民文化ホールで、涙活講演会が開催され
ました。「涙活」とは意識的に涙を流すことによって、心にた
まったストレスや不安を手放す活動のことです。認定資格「感
涙療法士」を東邦大学医学部名誉教授の有田秀穂氏と共同で創
設した吉田英史さん（通称：なみだ先生）が、ストレス解消に
なる泣き方や泣きのツボについてなどの講演を行いました。
　吉田さんは「涙を流すことで健康になれる。涙を流して心穏
やかに、快適に過ごしてほしい」と講演の最後に語りました。

 フィットネスプラザ「ゆとり」で、認知症映画上映会が行
われました。
　上映会に先立ち、いちい薬局による『脳の体力測定』や『脳の健康教
室』、サポーターによるすうじ盤を使っての体験会などが行われ、多数
の方が楽しそうに認知機能のチェックを行っていました。
　上映会では『ケアニン～こころに咲く花～』を鑑賞し、中には自身が
経験した認知症の方の介護を思い出して涙する方もいました。参加者さ
れた方は「介護の仕事の理想と現実。入所された方の家族の思いの一部
を知ることができました」と感想を語っていました。

11／
6

11／
５

11／
1・2

たわわに実ったバケツ稲を収穫
11／
４

11／
9

楽しく！ふかうらスポーツ教室が開催されました
11／
15・16

「災害時連絡方法のてびき」を寄贈
11／
17

　職場で共に働く仲間の育児や介護などを応援する上司（ボス）
を意味するイクボス。役場は、職員のワークライフバランスの推進を目的に、町
長を含む管理職を対象としたイクボスセミナーを受講した後、「イクボス宣言」
を行いました。
　セミナーでは、NPO法人ファザーリング・ジャパン東北代表理事の本田正博
さんが、イクボスの必要性や管理職として意識すべき点などを講義しました。
　イクボス宣言書を読み上げた平沢町長は「宣言をして終わりではなく、実践し
ていくことが大切。誰かが休まなければいけない時に、周囲の職員が代わりに対
応できる体制や意識づくりを進めていきたい」と意気込みを語りました。

深浦町イクボス宣言 11／
27

11／
18

涙活講演会が開催されました

青森県立郷土館特別移動博物館が開催されました

認知症映画上映会が行われました

みんなで遊ぼうDAYふかうらが開催されました

深浦小学校に優良図書300冊が寄贈されました

「たくさんお米
ついてるよ～」
と自慢の稲穂

「おいしくな～れ」と力を込めて脱穀
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歯 むし歯ゼロの子大集合を大切に
10月に行われた３歳児健診で、むし歯がなかった子どもたちを紹介します

ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞

　
　
　
　
映
像
賞
受
賞
！

ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞

　
　
　
　
映
像
賞
受
賞
！

むし歯予防の豆知識

成田　咲桜さん（３区）
さ く ら

笠井　陽太さん（３区）

一日目（小学生の部）の入賞者の集合写真
左から、バンビ男女の部、カブ女子の部、ホープス女子の部、カブ男子の部、

ホープス男子の部入賞者（各部門において１位、２位、３位）

ワカメの種苗を出荷する風景

各会場の展示品

岩崎分館
（岩崎ふれあいと創造の館）

大戸瀬分館
（深浦町農村環境改善センター）

深浦町公民館

成長したワカメを収穫する様子（令和７年春）

ひな た

むし歯予防の豆知識 〈仕上げ磨きについて〉

　お
子
さ
ん
た
ち
は
歯
み

が
き
を
頑
張
っ
て
い
ま
す

か
？　お

子
さ
ん
が
ひ
と
り
で

歯
み
が
き
し
た
後
は
、
お

う
ち
の
方
の
仕
上
げ
磨
き

が
大
事
で
す
。
お
子
さ
ん

が
自
分
の
力
で
正
し
く
磨

く
の
は
難
し
く
、
乳
歯
は

エ
ナ
メ
ル
質
が
薄
い
の

で
、
磨
き
残
し
が
多
い
と

当
然
む
し
歯
に
も
な
り
や

す
い
で
す
。

　お
う
ち
の
人
の
膝
の
上

で
の
寝
か
せ
磨
き
は
お
口

の
中
が
よ
く
見
え
、
安
定

し
た
姿
勢
に
な
り
ま
す
。

強
い
力
で
磨
く
と
痛
か
っ

た
り
、
歯
ぐ
き
を
傷
つ
け

て
仕
上
げ
磨
き
を
嫌
が
る

原
因
に
な
る
の
で
、
軽
い

力
で
小
刻
み
に
動
か
し
ま

す
。
上
の
前
歯
を
磨
く
際

に
は
、
上
唇
の
ヒ
ダ
に
歯

ブ
ラ
シ
が
当
た
ら
な
い
よ

う
、
人
差
し
指
で
ガ
ー
ド

し
な
が
ら
磨
き
ま
し
ょ
う
。

　歯
み
が
き
、
仕
上
げ
磨

き
に
慣
れ
る
ま
で
、
食
べ

た
ら
磨
く
、
お
や
す
み
前

に
磨
く
な
ど
同
じ
生
活
リ

ズ
ム
で
習
慣
づ
け
ま
し
ょ

う
。

各種目の優勝者は次のとおり。

★　一日目（小学生の部）
○バンビ　　男女の部
畠山　光優（ドラゴンJr_三種町）

○カブ　　　男子の部
秋山　湊音（ドラゴンJr_三種町）

○ホープス　男子の部
福士　敬登（MTC卓球スクール_弘前市）

○カブ　　　女子の部
佐藤　泉希（武田小学校_中泊町）

○ホープス　女子の部
畠山　優空（ドラゴンJr_三種町）

★　二日目（一般の部）
○団体戦の部
F-LABO SUN（弘前市）

○男子Ａの部
木村　薫　（F-LABO_弘前市）

○女子Ａの部
佐賀井　玲愛（Storm_能代市）

○男女Ｂの部
長谷川　耕平（G.S.C_鰺ヶ沢町）

　
11
月
８
日
（
土
）
、
９
日
（
日
）
の
両
日
、
深

浦
町
民
体
育
館
で
第
50
回
記
念
深
浦
町
民
卓
球
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
の
小
学
生
の
部
は
、
昨
年
よ
り
参
加
者
が

多
く
５
種
目
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
会
場
に
大
き

な
歓
声
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
大
会
２
日
目
の
一
般
の
部
開
会
式
に
は
平
沢
一

臣
町
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
選
手
の
皆
さ
ん

に
歓
迎
と
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
４
年
間
の
休
止
を
経
て
昨
年

か
ら
再
開
し
た
本
大
会
は
、
記
念
す
べ
き
半
世
紀

の
節
目
を
迎
え
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
多
く
の

選
手
に
よ
り
、
終
日
会
場
を
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し

た
。 第

50
回
記
念
深
浦
町
民
卓
球
大
会

第
50
回
記
念
深
浦
町
民
卓
球
大
会

大
き
く
育
て
！

　
深
浦
ワ
カ
メ

　
11
月
18
日
（
火
）
、
深
浦
町
海
藻
類
採

苗
セ
ン
タ
ー
（
吾
妻
沢
）
で
町
が
生
産
し

た
養
殖
ワ
カ
メ
用
の
種
苗
を
、
深
浦
漁
業

協
同
組
合
に
出
荷
し
ま
し
た
。

　
こ
の
種
苗
は
、
５
月
に
ネ
カ
ブ
か
ら
出

た
胞
子
を
専
用
の
糸
に
付
着
さ
せ
た
も
の

（
種
糸
）
を
、
芽
が
５
㎜
く
ら
い
に
な
る

ま
で
約
半
年
間
水
槽
で
培
養
し
た
も
の
で

す
。
夏
の
猛
暑
で
水
温
が
上
が
り
生
育
が

危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
無
事
た
く
さ
ん
の

種
苗
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
深
浦
漁
協
職
員
は
「
こ
の
ワ
カ
メ
は
来

年
の
春
に
収
穫
で
き
る
。
漁
業
者
の
所
得

向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
も

ふ
る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞

　
　
　
　
映
像
賞
受
賞
！

　
11
月
16
日
（
日
）
、
青
森
朝
日
放
送
主
催
「
ふ

る
さ
と
自
慢
わ
が
ま
ち
Ｃ
Ｍ
大
賞
」
の
審
査
発
表

会
が
青
森
公
立
大
学
の
講
堂
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
深
浦
町
は
「
映
像
賞
」
を
受
賞
し
、
令
和
８
年

に
年
間
50
本
の
Ｃ
Ｍ
が
県
内
で
放
送
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
発
表
会
の
模
様
は
、
青
森
朝
日
放
送
に

て
12
月
30
日
正
午
か
ら
放
送
予
定
で
す
。

　
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
11
月
１
日
と
２
日
の
二
日
間
、
深

浦
町
公
民
館
、
岩
崎
ふ
れ
あ
い
と
創

造
の
館
、
深
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
（
北
金
ヶ
沢
会
館
）
の
３
会

場
で
文
化
祭
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
書
道
や
陶
芸
、
絵
画
な
ど
、

サ
ー
ク
ル
活
動
で
制
作
し
た
作
品
の

ほ
か
、
保
育
園
児
や
小
学
生
に
よ
る

か
わ
い
ら
し
い
作
品
が
各
会
場
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
作
品
の
展
示
以
外
に
も
、
陶
芸
体

験
や
お
茶
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
産
直
コ
ー
ナ
ー
、
松
ぼ
っ
く
り

を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
作
成

体
験
な
ど
、
各
会
場
で
様
々
な
体
験

会
も
開
催
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま

せ
て
い
ま
し
た
。

続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
、
ワ
カ
メ
の
種
糸
は
、
漁
業
者
に
よ

っ
て
ロ
ー
プ
に
巻
か
れ
て
海
で
養
殖
さ
れ
、

来
年
の
３
月
頃
に
収
穫
さ
れ
ま
す
。
深
浦

漁
協
で
は
30
年
以
上
前
か
ら
ワ
カ
メ
養
殖

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
各
地
に
出
荷
し
て

い
る
ほ
か
、
つ
る
つ
る
わ
か
め
等
に
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
21
回 

文
化
祭
作
品
展

第
21
回 

文
化
祭
作
品
展
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10月に行われた３歳児健診で、むし歯がなかった子どもたちを紹介します
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むし歯予防の豆知識

成田　咲桜さん（３区）
さ く ら

笠井　陽太さん（３区）

一日目（小学生の部）の入賞者の集合写真
左から、バンビ男女の部、カブ女子の部、ホープス女子の部、カブ男子の部、

ホープス男子の部入賞者（各部門において１位、２位、３位）

ワカメの種苗を出荷する風景

各会場の展示品

岩崎分館
（岩崎ふれあいと創造の館）

大戸瀬分館
（深浦町農村環境改善センター）

深浦町公民館

成長したワカメを収穫する様子（令和７年春）
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むし歯予防の豆知識 〈仕上げ磨きについて〉

　お
子
さ
ん
た
ち
は
歯
み

が
き
を
頑
張
っ
て
い
ま
す

か
？　お

子
さ
ん
が
ひ
と
り
で

歯
み
が
き
し
た
後
は
、
お

う
ち
の
方
の
仕
上
げ
磨
き

が
大
事
で
す
。
お
子
さ
ん

が
自
分
の
力
で
正
し
く
磨

く
の
は
難
し
く
、
乳
歯
は

エ
ナ
メ
ル
質
が
薄
い
の

で
、
磨
き
残
し
が
多
い
と

当
然
む
し
歯
に
も
な
り
や

す
い
で
す
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　お
う
ち
の
人
の
膝
の
上

で
の
寝
か
せ
磨
き
は
お
口

の
中
が
よ
く
見
え
、
安
定

し
た
姿
勢
に
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り
ま
す
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強
い
力
で
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く
と
痛
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っ

た
り
、
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を
傷
つ
け

て
仕
上
げ
磨
き
を
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が
る

原
因
に
な
る
の
で
、
軽
い

力
で
小
刻
み
に
動
か
し
ま

す
。
上
の
前
歯
を
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く
際

に
は
、
上
唇
の
ヒ
ダ
に
歯

ブ
ラ
シ
が
当
た
ら
な
い
よ

う
、
人
差
し
指
で
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ー
ド

し
な
が
ら
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き
ま
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ょ
う
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み
が
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、
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上
げ
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に
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る
ま
で
、
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べ

た
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く
、
お
や
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み
前

に
磨
く
な
ど
同
じ
生
活
リ

ズ
ム
で
習
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け
ま
し
ょ

う
。

各種目の優勝者は次のとおり。

★　一日目（小学生の部）
○バンビ　　男女の部
畠山　光優（ドラゴンJr_三種町）

○カブ　　　男子の部
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畠山　優空（ドラゴンJr_三種町）

★　二日目（一般の部）
○団体戦の部
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選
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に
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の
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と
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　こんにちは。４月から深浦診療所に勤務している松山です。５年ぶりの青森の冬に備え、窓にプチプ
チを貼るなど、少しずつ冬支度を進めています。今回は「アドバンス・ケア・プランニング（ACP）」
いわゆる人生会議についてお話しします。
　
　突然の病気やけが、あるいは病気が進行していく過程で、自分の希望を伝えられなくなることがあり
ます。そんな時に備えて、「どんな治療を受けたいか」「どこで過ごしたいか」などを、あらかじめ家族や
医療者と話し合っておくことをACPといい、日本では「人生会議」とも呼ばれています。実際に命の
危険が差し迫った状態になると約７割の人が自分の意思をはっきりと伝えることが難しくなると言われ
ています。
　
　ACPの目的は、延命を「する・しない」を決めることに限りません。自分が大切にしている生き方
や、どのような最期を迎えたいかを共有することにあります。たとえば、食べる力が弱くなった際に鼻
からチューブで栄養を入れる「経管栄養」やお腹に穴を開けて栄養を入れる「胃ろう」、呼吸困難時の
「人工呼吸器」など、医療にはさまざまな選択肢がありますが、体への負担や生活の質への影響は大き
く異なります。「治る見込みがないなら、痛いことや苦しいことは避けたい」「動けない状態で管につな
がれている最期は嫌だな」「少しでも長く生きられるのなら胃ろうも考えたい」など考え方は人それぞれ
です。また、1年後には体調や環境が変わり、考え方が変わることも自然なことです。そのため、ACP
は一度決めたら終わりではなく、状況に応じて何度でも見直してよいものです。
　大切なのは、話し合った内容を家族や医療者と共有しておくことです。そうすることで、もし自分で
意思を伝えられなくなったときにも、家族が迷わずにあなたの思いを尊重した選択ができます。
　
　医学的な理由から、すべての希望がそのまま実現できるとは限りませんが、医療者はできる限り、大
切にしている生き方に沿った医療を提供できるよう努めます。「どう生きたいか」「どんな医療を受けた
いか」。伝えられるうちに、自分と家族のために話してみませんか。

　〈　診療所出張ブースを出展しました　〉
　11月６日（木）、フィットネスプラザゆとりにおいて、認知症をテーマにした映画「ケアニン
～こころに咲く花～」の上映会が開催され
ました。当診療所の看護師は、地域緩和ケ
ア連携の取り組みの一環として住民と診療
所の結びつきを深めるため、会場に展示ブ
ースを設け、血圧測定や服薬指導を実施す
るとともに、訪問診療や在宅介護に関する
普及・啓発活動を行いました。

「もしものとき」に備える話 
　　　～アドバンス・ケア・プランニング（ACP）～

深浦診療所　医員　松 山 陽 亮

深浦診療所つうしん　No.66

≪深浦町子ども司書養成講座≫
　令和７年７月23～25日の３日間、町内の小学校４～６年生を対象に読書の輪を広げ、本好きな
子どもたちに読書リーダーになってもらうことを目的に開催しました。
　図書館での仕事、本のポップ作り、読み聞かせなどに挑戦し、五所川原市立図書館を見学しま
した。来年度も開講予定ですので、興味のある方はぜひご参加ください。

≪親子で読み聞かせ推進事業≫
　令和７年11月１日・15日の２日間、１歳から３歳の子どもと保護者を対象に絵本を通じ親子の
絆を深め、同級生の親子の交流を図るため開催しました。
　参加された子どもには、子どもの読書活動の推進を図るため、青森県で作成された小冊子「絵
本で豊かな親子の時間」に掲載してあるお勧め絵本を１冊プレゼントしました。
来年度も予定しておりますので、対象となる方はぜひご参加ください。

■問合せ先　ふかうら文学館　TEL84-1070

図書システムを操作するいわさき小６年の岩本さん 紙芝居の挑戦する修道小４年の小野さん

しかけ絵本に夢中なみゆちゃん

大型絵本の読み聞かせに挑戦する
お父さん

お母さんのひざの上で絵本を見るかいくん

 ふかう
ら文学館事業を紹介します！ ふかう
ら文学館事業を紹介します！
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公式サイトはこちら

グットイグナル
  代表 山﨑 麻美

〒038-2504
深浦町大字北金ケ沢字塩見形272-14

TEL：0173-82-0813 FAX：0173-82-0814

宅地建物取引業 青森県知事（1）第3641号

空き家バンク登録申請お手伝いします

空き家でお困りの方はご相談ください

面倒な書類集めや書類作成は、
グットイグナルにおまかせください！

〈ご相談の際は、固定資産税課税明細書をご用意ください〉

F-ミーティング
　　実施グループ募集中！！
　深浦町のこれからをみんなで語り合ってみませんか？
　町長と地域の活性化・住みよいふるさとづくりなど、よりよい町
づくりのための意見交換を行いたい５～10名程度のグループを募集
しています。興味のある方は申込・問合せ先までご連絡ください。　
　　□申込・問合せ先
　　　　　　総合戦略課　TEL　74-2122

平沢町長が、深浦町の魅力を発信する
F-tube！
深浦町の魅力が伝わるチャンネルを目
指していきますので、ぜひチャンネル
登録をよろしくお願いします。
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令和７年度深浦町地震津波避難訓練が大戸瀬地区で行われました。

　11月5日(水)「あおもり防災チャレンジ」事業として全町を対象としたシェイクアウト（まず
低く頭を守り動かない）行動と、大戸瀬地区を対象とした避難訓練、NTT-MEと共同で行った
避難所受付訓練及び防災セミナー、そしておがずクラブによる炊き出し訓練が実施されました。
　避難訓練には消防団の避難誘導・警戒のもと、約250名の参加者が近くの指定緊急避難場所等
に整然と避難しました。その後、避難者役として協力いただいた31名の北金ヶ沢自治会の方を
対象に、避難所受付手順の検証を兼ねた従来型の紙受付とマイナンバーを使用したデジタル受付
の対応を確認し、引き続き、避難所運営において心掛けるべき「TKB48」（T(トイレ)、K(キッ
チン)、B(ベッド)を災害発生から48時間以内に整備すること）の重要性を学ぶ防災セミナーを開
催しました。
　セミナー終了後には、自ら調理したフリーズドライご飯と炊き出しの豚汁を試食、訓練参加者
からは「非常に勉強になった」「毎年訓練して欲しい」等の感想が寄せられました。

■問い合わせ先　　総務課消防防災係　☎0173－74－2112（直通）

詳細・ご予約は 

＼公式ＨＰから／ 小学生以下のお子様無料 あおたび×深浦ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ併用で大人もお得！ 
【期間限定】みんなで泊まると、もっとお得に、もっと楽しい！ 

～冬のあったか部屋食プラン～※お子様無料は 4/15 まで、併用は 2/28 まで 
ご夕食・ご朝食はお部屋でごゆっくりどうぞ
不老ふ死温泉無料入浴券付き♨ 2/1 までイルミネーション開催中☆
ぜひこの機会に、ご家族･ご友人とアオーネでごゆっくりお過ごしください♪ 
※キャンペーンは予約数上限に達し次第、受付終了とさせていただきます。 

深浦町大字松神字下浜松 14 

☎0173-77-3311(8:30～17:00) 
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☆寄附者の紹介☆
（令和７年11月分）

  次の方から寄付を頂きました。

大阪府

木 村  安夜子 様

登録者募集！登録者募集！
あおもりマッチングシステム「AI(あい)であう」は、あお
もり出会いサポートセンターが運営する結婚を前提とした
出会いを希望する方のためのマッチングシステムです。
深浦町では、町民の方の利用登録料の全額助成を行ってお
り、登録を支援しています。
詳しくは役場総合戦略課ま
でお問い合わせください。
※18歳未満の方はこのシス
　テムを利用できません。 ■問合せ先

　総合戦略課　℡74-2122

戸
籍

窓
の ◆対　　象　令和８年１月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子

◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ（【例】
「元気に育ってね！」など）

◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③
性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しません）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入し
たものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は12月25日㈭です。

こんなに

元気です！

１月生まれのお子さんの写真を
募集します！ 問合せ先　総合戦略課　TEL 74-2122

　　　　　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

子どもを受動喫煙から守る！

Sunset Stage

　何かに一生懸命取り組み、夢に向かって頑張っている子どもたちを広報ふかうらで紹介しま
す。
　「好きなこと」「得意なこと」「頑張っていること」と「将来の夢」を教えてください。
　対象や応募方法は次のとおりです。掲載された人には「ゆうひくんタオル」をプレゼントい
たします。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○対　　象：町内在住・在学の小・中・高校生
○応募方法：子どもの氏名（ふりがな）、学校名（学年）、

保護者の氏名、保護者の電話番号と、上記の「将来の夢」などについて100字～
200字程度で記載し、対象者の顔写真や頑張っている姿の写真を添付して電子メ
ールで提出してください。掲載候補になった人へ折り返しご連絡いたします。

提出先メールアドレス：kouhou@town.fukaura.lg.jp
※メールの件名に「SunsetStage」と記載してください。

留意事項
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・掲載候補になった場合、写真撮影や取材に伺う可能性があります。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。
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◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ（【例】
「元気に育ってね！」など）

◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③
性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しません）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入し
たものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は12月25日㈭です。

こんなに

元気です！

１月生まれのお子さんの写真を
募集します！ 問合せ先　総合戦略課　TEL 74-2122

　　　　　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

子どもを受動喫煙から守る！

Sunset Stage

　何かに一生懸命取り組み、夢に向かって頑張っている子どもたちを広報ふかうらで紹介しま
す。
　「好きなこと」「得意なこと」「頑張っていること」と「将来の夢」を教えてください。
　対象や応募方法は次のとおりです。掲載された人には「ゆうひくんタオル」をプレゼントい
たします。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○対　　象：町内在住・在学の小・中・高校生
○応募方法：子どもの氏名（ふりがな）、学校名（学年）、

保護者の氏名、保護者の電話番号と、上記の「将来の夢」などについて100字～
200字程度で記載し、対象者の顔写真や頑張っている姿の写真を添付して電子メ
ールで提出してください。掲載候補になった人へ折り返しご連絡いたします。

提出先メールアドレス：kouhou@town.fukaura.lg.jp
※メールの件名に「SunsetStage」と記載してください。

留意事項
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・掲載候補になった場合、写真撮影や取材に伺う可能性があります。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。
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ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

12月号
No.249

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（左から）

　こ が わ　た っ とくん（６さい）
　お　　の　さ や かさん（６さい）
　まつさわ　ゆ う りくん（６さい）
　やまざき　ひ ま りさん（５さい）
　く ど う　せ ん かさん（３さい）

めぐみ子ども園のなかよしたち

「ツリー作ったよ」

読者投稿
掲載ページ

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します

熊谷　颯恭くん
（黒崎）Ｒ５／12／27生
「これからも沢山笑顔を

見せてね☆」

斉藤　宇汰くん
（追良瀬）Ｒ２／12／11生
「ゆっくりでいいよ。パパと
ママがいつもそばにいるよ♡」

庭野　月葵ちゃん
（大間越）Ｒ６／12／20生

「たくさん食べて
大きくなってね♡」

松沢　惺大くん
（広戸）Ｒ４／12／４生
「我が家のおしゃべりさん！

これからもたくさんお話しようね！」

そうすけ う た つ き せい た

2 0 2 5

VOL.249
12

深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日に合併20周年を迎えました。

留意事項
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

わぁんどのひろばとは…
　皆さんが撮影した写真や制作した作品など
を広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真
やくすっと笑える写真、渾身の力作、昔懐し
い昭和・平成の写真、日常の風景や一コマな
ど、思い思いの写真を投稿してください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんから
のご応募をお待ちしております。

○メールの場合；件名「わぁんどのひろば」
と入力し、本文にコメントとペンネームを
入力したうえで、掲載してほしい写真を添
付して次のメールアドレスへ送信してくだ
さい。
　メールアドレス：
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリントした写真
とコメント、ペンネームを記入したものを
添えてください。

コ
メ
ン
ト
　
２
回
目
の
大
イ
チ
ョ
ウ
　
　

投
稿
者
　
匿
名
　
　

北金ヶ沢
留意事項

・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

ひかりの杜、みつけた！


